
第102号(昭和48年7月2口第三種郵便物認可)奈良会議所ニュース昭和52年3月10日(毎月1回10H発行)

^
O i Aノス＼

第 102

少企業を育て地域をのばす商工会議所司

0

奈虞、良

,凄、.'竜',、t、 t二畠'
夢轟.'"ー' t .キ,f

、^ 金寓,.^

゛

-12-

1 9 7 フ.3

第102号(第三種郵便物認可)

創立30周午記念式典・・・・'
晴れの受賞者・・,・
新しい経営者をめぎして・ー
経営実務セミナーーー
販売士制度実態調査まとまる・・・ー・
竹柏句会入選作
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15日まで.ノ
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男

116.フ

数
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(内整理を含む負債1,000万以上)
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対前月出対前年同月比

12

月

件数

2

..

前年同月

月

金額

4

乗客数 a月)

5,000万円

10億
3,000万円

摘要
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1億
4,500万円

奈良市消費者物価指数(12月)

言姦員
^
^
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国鉄奈良駅

総<

月

11

月

乗

12

111.5

月

客

月

奈良交通名所めぐり

480,071

奈良公園

110.6

0.8

乗

428,387

-0.2

客

(人)

奈良一法隆
寺一西ノ京

4,765

食料

0.9

乗

(国鉄奈良駅・奈良交通)

2,267

職業紹介状況(1月)
(学卒、

フ.2

住居光熱

106.4

1,638

項目
新規求人者数

(昭和50年=10の

106.2

109.9

月問有効求人数

825

新規求職者数

区分

被服

109.9

Ⅱ0.8

月間有効求職者数

足

(総理府統計局)

トを除く)(奈良職安統計)

雑費

1
月

群
日
▽
醸
造
部
会
▽
経
営
セ
ミ
ナ

1
開
催
▽
公
取
奈
良
支
部
役

員
会
に
出
席
(
西
村
係
員
)

器
日
▽
商
店
主
婦
講
座
(
講
師
植

田
勝
氏
)
▽
商
業
小
売
部
会

幹
事
会
開
催

部
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催
▽
優

良
従
業
員
表
彰
審
査
委
員
会

開
催

即
日
▽
県
観
光
士
産
品
連
盟
総
会

開
催

(
1
月
1
2
月
)
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小
西
通
り
総
会
に
出
席
全
貝
一

多
本
局
長
)

8
日
マ
経
済
座
談
会
に
出
席
(
近

東
副
会
頭
)
▽
奈
良
観
光
土

産
品
審
査
会
に
出
席
(
貴
多

本
局
長
他
)

9
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催
▽
関

電
照
明
委
員
会
に
出
席
(
貴

多
本
局
長
)
▽
東
向
通
新
年

会
に
出
席
(
貴
多
本
局
長
)

"

▽
婦
人
会
竹
柏
句
会
開
催

▽
創
立
三
十
周
年
記
念
事
烹

実
行
委
員
会
開
催

巧
日
▽
婦
人
会
例
会
開
催

M
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催
▽
創
{
.

立
三
十
周
年
譽
事
業
正
副
一

部
会
長
・
実
行
委
員
合
同
議

開
催
▽
法
律
相
談
実
施
ワ
確
{

定
申
告
無
料
相
談
実
施
全
一

月
十
五
日
迄
)

那
日
▽
小
売
部
会
開
催

2
月

1
日

2
日

一

▽
金
融
審
査
会
開
催

▽
正
副
会
頭
会
議
開
催
ワ
指

導
員
連
絡
会
議
に
出
席
(
仲

野
指
導
員
)
マ
全
国
会
議
所

職
員
研
修
会
に
出
席
(
清
水

係
員
)
▽
卸
団
地
会
議
開
催

▽
近
商
連
事
務
局
長
会
議
に

出
席
(
貴
多
本
局
長
)

税
務
指
導
員
連
絡
協
議
会
に

出
席
(
仲
野
係
員
)
ワ
三
条

通
り
三
商
会
に
出
席
(
貴
多

本
局
長
)

▽
建
設
部
会
昼
食
会
開
催
▽

3
日

"

昆

4
日

7
日
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昇
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計

登
W
夾
川
路

懸
案
で
あ
っ
た
当
所
創
立
三
十
周

年
記
念
式
典
及
び
会
員
大
会
が
先
月

二
十
三
日
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
太

い
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
▼
記

念
式
典
は
過
去
数
回
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
会
員
は
今
回
が
初
め
て
。
一
部

.

.

.

.

.

に
は
会
議
所
は
エ
ラ
イ
さ
ん
の
行
く

所
だ
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が

フ
タ
を
あ
け
る
と
大
会
に
は
会
員
約

千
名
壽
め
か
け
会
議
所
に
対
t
る

感
心
が
深
い
の
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た

▼
や
は
り
、
会
員
あ
っ
て
の
会
議

所
、
と
の
結
が
り
を
よ
り
太
く
、
強

い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
に

果
せ
ら
れ
た
会
議
所
の
使
命
で
あ
る

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。
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式
典
は
大
東
善
治
同
式
典
実
行
委

員
長
の
開
式
の
辞
で
幕
を
あ
け
、
ま

ず
「
君
が
代
」
を
斉
唱
、
物
故
老
に

黙
祷
に
さ
さ
げ
た
。
次
い
で
あ
い
き

つ
に
立
っ
た
上
田
会
頭
は
「
会
員
み

な
さ
ま
の
お
蔭
で
創
立
三
十
周
年
を

迎
え
る
と
と
が
で
き
た
。
今
、
な
お

経
済
惜
勢
は
厳
し
い
も
の
か
あ
る

が
、
と
の
三
十
周
年
を
機
に
新
た
な

決
辛
も
っ
て
前
進
し
て
ゆ
き
た

い
」
と
力
強
く
抱
負
を
語
っ
た
。

と
の
後
、
十
五
年
間
に
わ
た
り
当

所
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
故
大
森

会
頭
を
顕
彰
す
る
胸
像
レ
リ
ー
フ
の

除
幕
が
上
田
会
頭
と
大
森
氏
の
長
男

徳
治
氏
の
手
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
、
次

い
で
永
年
当
所
の
た
め
活
躍
さ
れ
た

役
員
、
議
員
、
職
員
、
そ
し
て
会
員

妻

[

=

'

児
J

蛋
所
優
良
従
業
員
百
五
十
色
感
ま
し
て
会
議
祈
ぜ
忠
に
団
結
ぱ
は

謝
状
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

か
り
将
来
の
展
望
と
と
も
に
努
力
し

ヂ
賓
と
し
て
壇
上
に
立
っ
た
奥
田
て
恢
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
0
 
鍵
田
奈

知
事
は
「
県
内
は
中
小
企
業
が
多
良
市
長
も
三
一
十
周
年
を
機
会
に
、

く
、
経
済
状
勢
も
厳
し
い
が
今
に
も
努
力
と
工
夫
、
開
拓
精
神
を
も
っ
て
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創
立
三
十
周
年
の
黒
式
典
が
、
三
月
二
十
三
日
午

後
一
時
か
ら
県
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
会
員
ら
約
千
二

百
人
を
集
め
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
席
上
、
昨
年
八
月

十
三
日
急
逝
さ
れ
九
故
大
森
会
頭
を
顕
彰
す
る
胸
像
レ

リ
ー
フ
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
九
ほ
か
永
年
勤
続
議
員
、

優
良
従
業
員
の
表
彰
、
会
員
大
会
、
続
い
て
黒
特
別

講
演
が
実
施
さ
れ
当
所
創
立
三
十
周
年
を
祝
っ
た
。
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行
動
す
る
会
議
所
に
脱
皮

会
員
大
会
で
提
案
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記
会
の
終
了
後
器
さ
れ
た
会

員
大
会
に
お
い
て
植
田
、
中
谷
、

林
の
三
氏
よ
り
次
の
よ
う
な
要
望
が

提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
目
標
に
向
か

つ
て
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な

ナ(政
府
に
対
す
る
提
案
〕

植
田
喜
三
郎
・
(
植
田
蚊
帳
鵠
社
長
)

マ
当
面
の
長
期
不
況
脱
却
が
景
気

浮
揚
に
あ
る
と
と
か
ら
と
の
際
勇

気
を
も
っ
て
大
幅
所
得
税
減
税
、

公
共
投
資
の
拡
充
、
企
業
の
金
利

負
担
の
軽
減
を
は
か
り
企
業
国
民

の
各
層
に
心
理
的
に
も
明
る
さ
を

与
え
る
と
と
。

ニ
、
新
製
品
の
開
発
に
つ
と
め
、
」
」

造
性
に
富
む
専
門
中
小
企
業
の
健
全

な
育
成
強
化
を
大
企
業
と
変
り
な

い
公
平
な
税
制
、
金
融
面
か
ら
指

導
援
助
す
る
と
と
。

三
、
低
成
長
時
代
は
余
間
競
争
の

激
化
を
招
き
適
者
生
存
の
世
と
な

る
か
企
業
存
在
の
嘉
を
再
瓢

一
、

一

十

」
ノ
〒

さ
ら
に
誕
発
展
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
ぺ
た
。

記
念
式
典
終
了
後
、
会
員
大
会
に

移
り
、
小
林
副
会
頭
を
議
長
に
選
出

政
府
、
県
や
市
な
ど
の
行
政
桜
関
に

向
け
て
の
要
望
の
低
か
、
会
員
増
強

に
取
り
組
む
ー
な
ど
会
議
所
自
休

に
対
し
て
の
提
案
が
あ
り
、
軽
に

穫
勝
雄
議
員
に
ょ
る
大
会
宣
言
を

欝
一
致
で
採
択
し
た
。

こ
の
後
、
岡
村
和
夫
N
H
K
解
説

委
員
の
『
流
動
す
る
政
局
」
と
題
し

た
記
念
特
別
謡
演
を
聞
き
、
創
立
三

十
周
年
記
念
式
典
は
無
砥
を
閉
じ

ナ

,

オ
、金

(
、

店

し
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^
^
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^
^
^
^
の
」
一
尚
^

に
つ
と
め
広
く
業
界
の
繁
、
序

捺
の
排
除
指
導
に
格
段
の
配
祭

な
さ
れ
る
こ
と
。

〔
地
方
行
政
機
関
に
対
す
る
提
案
〕

中
谷
安
治
・
(
脚
中
谷
玉
水
堂
社
長
)

一
、
都
市
高
道
路
と
し
て
の
杉
ケ

町
高
畑
線
の
早
期
盟

ニ
、
国
鉄
奈
良
駅
地
下
移
設
と
そ
れ

に
伴
う
近
代
化
並
び
に
そ
の
周
辺

整
備
に
つ
い
て

三
、
学
園
前
駅
を
中
心
と
す
る
西
奈

良
地
区
希
苗
の
促
進
に
つ
い

て
四
現
郡
画
中
の
奈
良
曾
卸
商

業
団
地
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

〔
会
議
所
自
体
に
関
す
る
提
案
)

(
上
林
安
彦
・
上
林
化
学
側
社
長
)

一
、
会
員
増
強
と
財
政
差
盤
の
雙

ニ
、
奈
良
商
工
会
議
所
青
年
部
会
の

結
成

三
、
中
小
企
業
振
奥
対
策
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
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菓
各

ψ

2

,
、
モ

=

、

大
森
久
司
氏
は
桜
帯
初
瀬
町

一
に
生
を
享
け
若
年
に
し
て
奈
良
市

一
に
出
て
大
繁
屯
気
商
会
の
経
営
を

凱

、

一

主
凍

菓
冷

.

一
、
1
-

舮

ψ

一

つ
い
て
は
率
先
し
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困
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と
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に
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索
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い
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き
会
館
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成
を
み
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と
と
一

氏
の
卸
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し
い
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に
一
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歴
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ま
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昭
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工
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(
一
一
干
年
以
上
〕

今
西
清
兵
衛
(
常
議
員
)

河
合
利
喜
蔵
(
議
員
・
顧
問
)

下
出
久
治
郎
(
議
員
・
相
談
役
)

〔
二
十
五
年
以
上
〕

乾
太
郎
(
常
議
員
)

垣
内
藤
一
郎
(
常
議
員
)

杉
山
嘉
一
(
常
議
員
)

谷
井
友
三
郎
(
前
常
議
員
・
相
談

役
)

〔
一
干
年
以
上
〕

野
村
萬
作
(
常
議
員
)

細
田
義
雄
(
常
議
員
)

松
岡
太
郎
(
議
員
)

吉
田
淳
一
(
監
事
)

春
田
明
次
(
前
常
議
員
)

(
十
五
年
以
上
〕

近
東
弘
七
(
副
会
頭
)

荒
木
直
三
郎
(
常
議
員
)

大
東
善
治
(
常
議
員
)

岡
本
栄
一
(
常
議
員
)

上
林
安
彦
(
常
議
員
)

増
田
義
一
(
常
議
員
)

当
所
永
年
役
員
・
議
員

(
敬
称
略
・
(
)
内
現
役
名
)

三
岡
嘉
三
郎
(
{
吊
議
員
)

水
谷
嘉
六
(
常
議
員
)

臼
井
明
(
議
員
)

川
合
弘
(
議
員
)

岸
井
英
夫
(
議
員
)

平
井
龍
一
(
議
員
)

豊
沢
儀
雄
(
議
員
)

阪
田
冨
三
郎
(
監
事
)

藤
田
三
郎
(
前
常
議
員
)

吉
川
晃
(
前
常
議
員
)

前
田
耕
哉
(
前
議
員
)

(
十
年
以
上
〕

小
林
茂
市
(
副
会
頭
)

上
村
次
郎
(
常
議
員
)

尾
田

(
常
議
員
)

利
一

西
田
誠
宏
(
常
議
員
)

稲
田
安
功
(
議
員
)

冨
森
光
弘
(
前
常
議
員
)

八
尾
喜
司
雄
(
前
常
議
員
)

北
浦
静
夫
(
前
議
員
)

南
畝
泰
一
郎
(
前
議
員
)

永
年
勤
続
職
員

木
戸
重
己
(
事
務
局
次
長
)

優
良
従
業
員

奈
良
県
知
事
表
彰

氏
名

事
業
名

駒
春
雄
(
鈴
木
瓦
工
業
例
)

山
本
治
男
(
殊
呉
竹
精
昇
堂
)

奈
良
市
長
表
彰

福
田
米
治
(
日
本
染
織
工
業
妹
)

士
橋
登
喜
子
(
側
都
ホ
テ
ル
経
営

奈
良
ホ
テ
ル
)

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

奈
良
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

事
業
名

氏
名

植
田
英
一
(
杉
山
繊
維
工
業
妹
)

池
渕
治
男
(
池
渕
石
材
工
業
鵠
)

古
川
一
雄
(
近
畿
日
本
鉄
道
脚
)

裏
出
良
次
(
近
畿
電
気
工
事
脚
)

高
島
忠
夫
(
大
阪
瓦
斯
味
)

向
山
櫓
二
(
関
西
電
力
殊
)

酒
井
喜
三
男
(
日
本
染
織
工
業
朕
)

奈
良
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

男
子
の
部

尾
之
内
義
明
(
近
畿
日
本
鉄
道
鱗
)

吉
本
繁
(
殊
都
ホ
テ
ル
経
営
奈

良
ホ
テ
ル
)

中
田
善
次
(
関
器
力
佛
)

櫻
井
重
成
(
ト
ヨ
タ
部
品
奈
良
販

売
妹
)

杉
本
治
夫
(
側
モ
ナ
ー
テ
研
究

所
)

尾
崎
正
春
(
徳
村
商
店
)

林
啓
作
(
共
栄
社
油
脂
化
学
工

業
妹
)

一

田
崎
讐
(
鵠
奥
村
組
)

外
山
祝
(
近
畿
電
気
工
事
脚
)

才
田
康
司
(
妹
奈
良
明
新
社
)

井
上
虎
雄
(
側
古
梅
園
)

田
辺
義
弘
(
吉
田
脚
)

沢
田
義
次
(
山
賢
工
業
殊
)

藤
井
定
男
(
妹
奥
村
組
)

吉
村
信
重
(
ニ
シ
キ
醤
油
妹
)

中
尾
義
信
(
ト
ヨ
タ
部
品
奈
良
販

売
妹
)

木
村
繁
春
(
囿
千
代
の
舎

竹
村
商
店
)

荻
田
安
治
属
瓦
宇
工
業
所
)

岡
部
国
男
(
妹
中
谷
玉
水
堂
)

弓
場
久
史
(
奈
良
近
畿
日
産
自
動

車
側
)

大
谷
隆
(
妹
森
本
組
)

池
田
末
太
郎
(
鈴
木
毛
筆
工
業
殊
)

島
田
禿
一
(
側
尾
田
恕
)

小
畑
徳
男
(
南
松
園
)

柚
木
勇
(
佛
尾
田
組
)

榎
本
進
(
太
陽
モ
ー
タ
ー
ス

妹
)

南

暢
(
日
本
製
需
)

奥
谷

純
逸
(
奈
良
ト
ヨ
タ
自
動
車

脚
)

山
中
馨
(
佛
南
都
銀
行
)

西
口
精
一
(
側
あ
し
び
や
本
舗
)

田
漫
強
三
(
岡
本
金
属
工
業
殊
)

松
原
常
治
(
岡
本
金
属
工
業
側
)

西
野
祐
一
(
共
栄
社
油
脂
化
学
工

業
妹
)

浦
島
充
(
妹
旭
倉
庫
)

黒
崎
福
子

西
窪
よ
し
子

桝
谷
洋
子

松
鳥
矩
弍
男
(
殊
あ
し
び
や
本
舗
)

森
宏
(
奈
良
ト
ヨ
タ
自
動
車

働
)

島
岡
敏
章
(
草
竹
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
翅

春
本
仁
之
(
妹
上
杉
商
店
)

岡
井
司
(
鮒
奈
良
明
新
社
)

畠
山
恵
宥
(
小
路
会
真
例
)

虎
杖
源
之
助
(
大
和
観
光
側
)

松
本
敏
夫
(
奈
良
相
互
運
送
堕

奥
田
正
則
(
奈
良
信
用
金
庫
)

河
内
豊
満
(
共
同
精
版
印
刷
側
)

椋
本
孝
一
(
萬
勝
堂
)

久
保
直
一
(
側
ひ
の
り
商
店
)

細
川
清
(
生
駒
酒
造
鵠
)

新
居
和
之
(
側
大
阪
ジ
ャ
ツ
キ
製

作
所
)

今
西
博
行
(
奈
良
近
畿
日
産
自
動

車
側
)

高
橋
仁
(
竜
田
工
業
側
)

堀
政
夫
(
騰
大
和
商
事
社
)

武
藤
勇
(
村
本
建
設
鵠
)

南
田
由
雄
(
植
田
蚊
帳
働
)

大
竹
匡
敏
(
囿
西
村
物
産
)

淵
上
静
男
(
朕
三
和
銀
行
)

奥
田
光
治
(
奈
良
油
脂
工
業
鵠
)

橋
本
治
(
桂
林
堂
鎧
)

岩
崎
栄
一
(
草
竹
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
例
)

武
田
正
文
(
佛
桝
谷
設
計
)

内
田
隆
(
共
同
精
版
印
刷
堕

重
福
章
治
(
小
林
石
油
飽

中
辻
縛
郎
(
奈
良
交
通
堕
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阪
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夫
(
奈
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交
通
妹
)

川
上
利
正
(
長
岡
士
建
水
道
脚
)
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真
大
(
吉
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)
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(
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閥
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(
脚
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高
治
(
日
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)

坂
本
義
文
(
日
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事
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側
)

栢
森
敏
男
(
徳
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メ
リ
ャ
ス
縫
工

所
)

堂
士
国
博
(
働
辻
岡
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務
店
)

中
山
隆
之
(
鵠
八
尾
鉄
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所
)

吉
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次
郎
(
鵠
南
都
銀
行
)

多
気
朝
次
(
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警
側
)

神
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正
二
(
内
藤
鉄
材
工
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所
)
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日
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夫
(
働
野
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組
)
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田
泰
威
(
奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー

鶴
)

山
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義
(
魯
商
事
鯵

長
野
聖
(
奈
良
豊
沢
酒
造
鮒
)

村
上
福
弘
(
脚
山
中
工
務
店
)

田
之
畑
純
一
(
白
鳥
工
業
鵠
)

巽
良
宏
(
日
本
宣
伝
閥
)

国
樹
信
弘
(
奈
良
県
医
師
協
同
組

<
巳

増
田
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ト
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カ
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現
像
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岡
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え
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一
九
七
七
年
は
厳
し
い
不
況
の
中

で
幕
開
け
し
ま
し
た
。
私
た
ち
、
青

年
経
営
者
に
と
っ
て
試
練
の
年
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

か
り
に
景
気
が
回
復
し
た
と
し
て

も
、
も
は
や
、
か
っ
て
の
高
成
長
時

代
の
よ
う
な
わ
け
に
は
い
か
な
い
で

し
ょ
う
。
私
た
ち
は
い
ま
、
歯
を
く

い
し
ば
り
な
が
ら
一
日
も
早
い
不
況

か
ら
の
脱
出
を
望
ん
で
は
い
る
け
れ

ど
、
そ
れ
は
,
夢
よ
、
も
う
一
度
,

と
い
っ
た
安
易
な
期
待
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
青
年
経
営
者
の
上
に
か
ぶ

さ
っ
て
い
る
試
練
の
波
は
、
一
時
的

な
不
況
に
堪
え
る
と
い
っ
た
短
期
的

な
も
の
で
は
な
く
、
資
源
小
国
が
歩

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
長
い
苦
難
の

道
程
と
と
も
に
つ
づ
く
と
覚
悟
し
な

け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
値
上
り
を
つ
づ
け
る
で
し
ょ
う
。

欝
は
狭
め
つ
づ
け
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
諸
外
国
の
輸
入
貿
易
制
限
は
強

化
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
資
源
小
国
・

日
本
を
取
り
ま
く
と
ぅ
し
た
環
境
の

厳
し
さ
の
中
で
、
私
だ
ち
は
い
や
が

応
で
も
、
日
本
経
済
の
歩
み
方
に
つ

い
て
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
は
ま

だ
他
に
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は

「
企
業
と
は
何
か
」
を
考
え
直
し
て

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
企
業
は
た
だ
儲
け
る
た
め
の
手

段
と
考
え
る
だ
け
で
は
t
ま
さ
れ
な

く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
企
業
の
社
会

的
存
在
と
し
て
意
味
を
考
え
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

公
正
な
取
引
、
適
正
な
価
格
に
ょ

る
良
質
な
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
供
給

と
い
う
消
費
老
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ

ん
の
と
と
、
企
業
は
そ
と
に
働
く
従

業
員
の
生
活
向
上
の
場
で
あ
り
、
さ

ら
に
企
業
は
拠
っ
て
立
つ
地
域
社
会

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
た

ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
私
た
ち
青
年
経
営
者
は
、

が
て
四
十
歳
に
な
り
ま
す
。
経
営
者

と
し
て
は
ま
だ
若
い
方
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
,
青
年
,
の
タ
イ
ム
リ
ミ

ツ
ト
は
間
近
か
で
す
。

時
間
は
待
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

時
代
の
フ
シ
目
に
、
い
つ
も
次
な
る

新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
き
た
の

は
青
年
な
の
で
す
か
ら
、
私
も
残
さ

れ
た
青
年
期
を
、
私
よ
り
も
っ
と
若

い
青
年
経
営
者
の
先
頭
に
立
っ
て
、

と
れ
か
ら
の
経
営
老
に
求
め
ら
れ
る

社
会
的
課
題
の
一
つ
に
思
い
切
っ
て

ぶ
つ
か
っ
て
み
ょ
う
と
思
う
の
で
す

「
日
本
は
余
と
家
族
が
忠
で

そ
の
人
た
ち
は
単
な
る
「
住
民
」

で
あ
っ
て
「
市
民
」
と
は
い
ぇ
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
フ
い

う
市
民
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
も
市

民
社
会
は
形
成
さ
れ
ま
せ
ん
。
彼
ら

は
と
き
と
し
て
、
あ
る
裂
の
た
め

に
共
同
す
る
と
と
が
あ
り
ま
す
。

,
住
民
運
動
,
と
か
,
住
民
。
ハ
ワ

ー
,
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
性

格
は
良
き
に
つ
け
、
晋
き
に
つ
け

,
エ
ゴ
,
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
ナ
。

極
言
す
れ
ぱ
「
権
利
の
主
張
」
が
あ

る
だ
け
で
t
。

私
は
今
年
、
日
本
青
年
会
議
所
会

頭
と
し
て
「
自
治
需
の
高
揚
」
を

基
本
テ
ー
マ
に
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
五
万
人
の
会
員
の
多
く
は
中

小
企
業
の
経
営
に
左
づ
き
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
人
た
ち
と
と
も
に
企

業
や
家
族
の
殻
か
ら
抜
け
出
し
、
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町
や
地
域
を

見
直
し
、
そ
の
個
性
を
探
り
、
現
状

と
将
来
を
考
え
、
行
動
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

商
工
会
議
所
に
所
属
す
る
同
世
代

の
経
営
者
の
皆
き
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
お

考
え
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
考
え
に
共
鳴
し
て
い
た
だ

け
る
と
と
ろ
が
多
少
な
り
と
も
あ
れ

ば
、
手
を
た
ず
さ
え
て
ゆ
と
ぅ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

会
頭
小
沢
一
彦

従
業
員
の
集
団
で
の
よ
き
り
ー
ダ
ー

で
あ
り
、
新
し
い
時
代
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
た
地
域
社
会
で
の
よ
き
り

ー
グ
ー
と
な
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

い
や
は
や
、
シ
ン
ド
イ
と
と
で
す

ね
。
と
ん
な
え
ら
そ
う
な
と
と
を
書

い
て
「
果
し
て
私
に
そ
れ
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
」
と
、
い
ま
も
し
ぱ
ら

く
筆
を
止
め
て
自
問
自
答
を
し
た
と

と
ろ
で
す
。

し
か
し
、
や
は
り
筆
を
と
の
ま
ま

進
め
る
と
と
に
し
ま
し
た
。
私
は
や 経

営
者
を
ー
ー

め
ざ
し
て

1

あ
っ
て
、
社
会
と
個
人
が
な
い
」
と

よ
く
い
わ
れ
ま
す
。
私
も
そ
う
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
企
業
と
家
族
は
大

切
に
、
し
っ
か
り
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ

に
埋
没
し
て
い
て
は
、
自
立
し
た
個

人
も
、
連
帯
す
る
市
民
社
会
も
育
た

な
い
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
と
お
ら
が
会
社
を
行

き
来
t
る
だ
け
の
人
に
と
っ
て
、
町

と
か
、
市
と
か
は
、
た
だ
住
ん
で
い

る
所
、
働
く
会
社
の
あ
る
所
に
し
か

す
ぎ
ま
せ
ん
。
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重
視
し
た
い
経
営
数
字
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フ
フ
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ト ,
『

一
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『

企
業
経
営
に
船
い
て
、
数
字
に
ょ

る
科
学
性
の
大
切
な
と
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
数
字
と
し
て
あ

ら
わ
さ
れ
た
も
の
は
、
過
去
の
轟

に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
重
要
視
t
る

必
要
は
な
い
と
い
う
者
も
一
部
に
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
誤
ま
り
で
あ

り
、
数
字
を
把
握
す
る
と
と
に
ょ

り
、
将
来
の
姿
を
え
が
く
と
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。
以
下
、
数
字
に
ょ

る
科
学
的
経
営
に
つ
い
て
参
考
に
な

る
と
と
を
。
ヒ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
し
て
み
ま

し
ょ
う
0

数
字
に
よ
っ
て
現
実
を
知
り
対
策

を
こ
う
ず
る
ι
流
動
比
率
(
企
業
の

支
払
い
能
力
を
み
る
に
ふ
さ
わ
し

い
)
は
ど
ぅ
か
、
自
己
資
本
比
率

(
総
資
本
の
な
か
に
占
め
る
自
己
資

本
の
割
り
合
い
。
借
り
入
れ
金
が
多

い
と
と
の
比
率
は
低
く
な
る
)
は
ど

の
く
ら
い
か
、
周
定
比
率
(
固
定
資

産
と
自
己
資
本
と
の
関
係
)
は
高
く

な
い
か
ー
な
ど
を
検
討
し
、
詮
戸
処

t
る
こ
と
が
数
字
に
ょ
る
科
学
的
経

営
と
い
ぇ
ま
し
ょ
う
。
例
え
ぱ
、
借

金
が
多
く
、
固
定
資
産
の
大
部
分
が

他
人
資
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
利
息
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2
 
2

)
)
)

,

を
支
払
う
負
担
も
そ
れ
だ
け
多
く
な

る
と
い
う
も
の
で
す
。
と
れ
は
、
固

定
比
率
を
み
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
現

実
が
把
握
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
固

定
比
率
が
高
い
よ
う
だ
っ
だ
ら
そ
れ

を
低
く
t
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

総
資
本
利
益
率
は
収
益
力
を
あ
ら

わ
す
・
当
期
利
益
と
、
そ
れ
を
あ
げ

る
た
め
に
用
い
た
聳
本
(
負
債
と

資
本
の
和
)
と
の
割
り
あ
い
が
総
資

本
利
益
率
で
あ
り
、
比
率
が
高
い
ほ

ど
そ
の
企
業
の
収
益
性
が
よ
い
と
い

え
ま
す
。
も
し
、
と
の
比
率
が
低
い

よ
う
で
し
た
ら
、
資
本
を
か
け
た
割

り
に
利
益
が
あ
が
っ
て
い
な
い
わ
け

で
す
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
措
置
を
と

う
じ
て
体
質
改
乏
努
め
る
と
と
が

必
要
で
し
ょ
う
。

自
己
資
本
比
率
は
高
い
方
が
よ
い

・
総
資
本
の
な
か
に
占
め
る
自
己
資

本
の
割
り
あ
い
が
自
己
資
本
比
率
で

あ
る
が
、
と
れ
は
も
ち
ろ
ん
高
い
方

が
よ
い
わ
け
で
t
。
そ
の
比
率
が
低

い
と
い
う
と
と
は
、
そ
れ
だ
け
支
払

い
利
息
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
収

益
性
が
そ
と
な
わ
れ
る
と
と
に
な
り

ま
す
。
自
己
資
本
増
加
の
た
め
に

"
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一

は
、
内
部
留
保
を
は
か
る
な
ど
の
手

段
が
あ
り
ま
す
。

自
己
資
本
と
固
定
資
産
と
の
関
係

も
大
切
1
自
己
資
本
と
固
定
資
産
と

の
関
係
は
、
固
定
比
率
で
あ
ら
わ
さ

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
固
定
資
産
が
自

己
資
本
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
が

理
想
的
で
す
が
、
と
れ
も
数
字
に
ょ

つ
て
ハ
ッ
キ
リ
と
把
握
し
う
る
も
の

で
一
応
静
し
て
船
く
と
と
が
大
切

で
し
ょ
う
0

そ
の
他
、
数
字
に
よ
る
経
営
状
況

の
把
握
の
参
考
点
・
以
上
の
憾
か

に
、
①
流
動
比
率
の
検
討
(
支
払
い

能
力
を
検
討
t
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し

い
比
率
・
流
動
資
産
を
流
動
負
債
で

叉
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一

J
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一
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暮
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6

、

お
好
み
呉
服

茂
戸

割
っ
た
も
の
。
比
率
が
高
い
抵
ど
よ

い
)
、
②
経
営
資
本
回
転
率
(
純
売
り

上
げ
高
と
経
営
資
本
と
の
関
係
)
③

売
り
上
げ
高
対
総
利
益
率
(
売
り
上

げ
高
と
利
益
と
の
関
係
を
み
る
の
に

好
都
合
の
算
式
で
、
売
り
上
げ
高
が

ふ
ぇ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
利
益
が
あ

が
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
と
と
の
把

握
に
役
立
つ
)
、
④
販
売
管
理
比
率

(
販
売
費
、
管
理
費
と
売
り
上
げ
高

の
割
り
あ
い
。
比
率
が
小
な
る
抵
ど

よ
い
)
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
検
討
し
て
、
数
字
K
よ
る
事
実

を
知
り
、
将
来
へ
の
対
策
を
と
ぅ
ず

る
と
と
が
の
ぞ
ま
し
い
と
い
ぇ
ま

す
。
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犬
止
業
が
高
い
評
伊

実
態
調
査
ま
と
ま
る

日
本
商
工
会
繞
と
全
国
商
工
会
連
合
会
は
と
の
捻
ど
、
販
売
士
制
度

に
関
す
る
実
態
翻
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
。

と
の
聖
は
同
謬
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
の
を

桜
会
に
販
売
士
の
意
勢
よ
び
各
企
業
の
理
解
度
、
処
遇
な
ど
の
実
態
を

把
握
す
る
と
と
も
に
販
売
士
制
度
の
効
果
的
運
用
を
は
か
る
一
助
に
し
よ

う
と
、
咋
年
の
七
月
下
旬
か
ら
九
児
下
旬
に
か
け
て
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。

口
販
売
士
か
ら
み
た
販
売
士
制
度

田
検
定
試
験
を
姦
し
た
動
機
を

二
級
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
自
己
啓

発
の
た
め
」
が
最
も
多
く
(
七
一

%
)
、
次
い
で
「
日
常
の
業
務
に
役

立
た
せ
る
た
め
」
「
会
社
、
商
店
の

上
司
か
ら
す
す
め
ら
れ
た
た
め
」
の

順
と
な
っ
て
お
り
、
と
の
順
位
は
各

級
に
共
通
し
て
い
る
。

⇔
「
あ
な
た
の
会
社
、
商
店
で
は

こ
の
制
度
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
る
と
思
う
か
」
と
の
質
問
に
対
し

て
は
「
社
員
教
育
制
度
に
採
り
入
れ

て
い
る
」
が
最
も
多
く
(
五
四
%
)

以
下
「
人
事
護
の
参
考
に
し
て
い

る
」
霄
理
職
の
資
格
要
件
に
し
て

い
る
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

口
企
業
か
ら
み
た
販
売
士
制
度

月
販
売
士
制
度
に
対
す
る
企
業
の

評
価
は
好
評
で
あ
る
。
 
t
な
わ
ち
、

約
九
割
の
企
業
が
「
非
常
に
ょ
い
制

と
評
価
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
仕
事

ぶ
り
な
ど
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ

る
。四

販
売
士
制
度
を
「
社
員
教
青
と

関
連
づ
け
て
い
る
」
余
は
一
三
%

あ
り
、
「
将
来
、
関
連
づ
け
る
予

定
」
の
余
は
過
半
数
(
五
七
%
)

を
占
め
て
い
る
。

度
で
あ
る
」
な
い
し
は
「
よ
い
制
度

で
あ
る
」
と
評
価
し
て
船
り
、
三
六

%
の
企
業
が
従
業
員
の
中
か
ら
「
選

抜
し
て
受
験
き
せ
て
い
る
」
ほ
か
、

「
文
書
系
内
」
し
た
り
、
「
ポ
ス

タ
ー
掲
示
」
す
る
な
ど
、
企
業
側
の

粘
極
的
な
取
り
組
み
姿
業
う
か
が

え
る
。

⇔
販
売
士
に
対
す
る
処
遇
の
面
で

は
「
人
毒
課
の
資
料
と
t
る
」
が

三
四
%
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
昇

格
試
験
と
の
関
連
を
老
慮
す
る
」
、

「
社
員
採
用
の
場
合
の
目
安
に
す

る
」
と
な
っ
て
い
る
。

国
販
売
士
に
な
っ
た
と
と
に
ょ
っ

て
「
知
識
欲
が
旺
盛
に
な
っ
た
」

(
=
立
%
)
、
「
以
前
よ
り
積
極
的
に

仕
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
(
一
九

%
)
、
「
周
囲
に
勉
学
の
刺
激
を
与
え

て
い
る
」
(
一
五
%
)
、
「
接
客
態
度

が
よ
く
な
っ
だ
」
(
一
三
%
)
な
ど

国
販
売
士
に
対
t
る
フ
ォ
ロ
ー
ア

ツ
プ
教
育
は
、
大
部
分
(
七
八
%
)

が
「
必
要
」
と
答
え
て
お
り
、
「
詠

習
会
、
研
修
会
の
傑
」
(
八
六
%
)

「
会
報
等
に
ょ
る
啓
も
う
」
会
二

%
)
、
「
国
内
視
察
」
(
二
男
)
な

ど
の
事
業
を
期
待
し
て
い
る
。
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日
本
販
売
士
協
会
で
は
、
次
の
要

領
で
販
売
士
の
標
語
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
奪
っ
て
ビ
雲
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ

「
小
売
業
と
販
売
士
」
「
消
費
者

と
販
売
士
」
そ
の
他
販
売
士
の
活
動

社
会
的
意
義
・
評
価
等
を
端
的
に
表

現
す
る
も
の

ワ
応
募
規
定

①
応
募
点
数
制
限
な
し

②
応
募
方
法
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に

つ
き
標
語
一
点
(
住

所
、
氏
名
性
別
、

年
令
、
職
業
)
を
明

記
の
と
と
。

③
〆
切
り
 
3
月
お
日
(
当
日
消

印
あ
る
も
の
有
効
)

④
送
付
先
東
京
都
千
代
田
区
丸

ノ
内
三
ー
ニ
ー
ニ

(
〒
Ⅷ
)
日
本
商
工

会
議
内
日
本
販
売
士

「
販
売
士
」
標
語
募
集

=
:
'
.
冨
冒
1
:
:
一
-
ー
:
二
』
一
』
:
:
.
キ

協
会
・
「
販
売
士
」

馨
募
集
係

愉
入
選
発
表
 
4
月
中
旬
「
月
刊
販

売
士
」
等
で
発
表

※
倫
、
版
権
は
日
本
販
売
士
協
会

に
帰
属
し
、
会
作
品
は
返
却

し
な
し

▽
入
賞一

等
(
一
名
)
賞
状
及
び
副
賞
十

万
円

二
等
(
一
一
名
)
賞
状
及
び
製
五

万
円

三
等
令
一
名
)
賞
状
及
び
副
賞
三

万
円

佳
作
(
若
干
名
)
賞
状
及
び
副
賞

(
月
刊
「
販
売

士
」
一
年
問
購

売
券
又
は
雲

品
)

そ
の
他
、
詳
細
は
日
本
販
売
士
協

会
ま
で
船
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ノ

ノ
斈
气
、
ゞ
,

1
奈
良
商
工
会
議
所
婦
人
会
1

山
中
山
木
選

0
山
焼
き
の
焔
を
焔
追
ひ
上
ぐ
る

(
評
)
同
じ
山
焼
き
で
も
焔
を
よ
む
人
は
少
な
い
の
で
と
の
句
材
は

新
発
見
で
す
ぱ
ら
し
い
句

0
日
だ
ま
り
に
落
ち
て
椿
の
裏
表

(
評
)
日
の
あ
た
る
と
と
ろ
に
様
々
な
姿
か
た
ち
で
お
ち
て
い
る
椿

の
表
現
が
交
句
な
し
の
よ
ろ
し
い
句

0
大
桶
に
酢
沸
々
寒
の
入
り

(
評
)
も
ろ
み
が
ぶ
っ
ぶ
っ
と
い
う
の
が
寒
ら
し
く
し
ま
り
が
あ
っ

て
ょ
ろ
し
い
句

竹
柏
句
会
入
選
作

里
-
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斤戸女
力
子
入
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璋
正

木諦第
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、
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田
田
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安
い
掛
金
で
幅
広
い
保
障

会
員
事
業
所
共
済
制
度

本
融
資
制
度
は
、
奈
良
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を
受

け
て
経
営
改
善
し
、
事
拳
発
展
さ
せ
よ
う
と
船
考
え
の

方
々
に
、
必
要
な
小
口
の
事
業
資
金
を
、
商
工
会
議
所
会

頭
の
推
薦
で
国
民
金
融
公
庫
よ
り
無
担
保
・
無
保
証
人
で

お
貸
し
t
る
も
の
で
す
。

◎
貸
付
対
象
常
時
雇
用
t
る
従
業
員
の
数
が
、
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
二
人
以
下
、
製
造
業
そ
の
他

で
は
五
人
以
下
の
小
企
業
者
で
あ
る
と
と
。

◎
資
金
使
途
設
備
資
金
・
運
転
資
金

.

.

◎
貸
付
限
度
額
二
0
0
万
円
以
内
(
運
転
資
金
雙
五

.0
万
円
以
内
)

◎
利

年
七
・
0
%

'

.

.

.

.

.

◎
返
済
期
限
設
備
資
金
三
年
以
内
(
六
力
月
据
置
)
、

運
転
資
金
二
年
以
内

◎
担
保
・
保
証
人
不
要
(
信
用
保
証
協
会
の
保
証
も
い

り
ま
せ
ん
。
)

◎
貸
出
機
関
国
民
金
融
公
庫

金

,
安
い
掛
金
で
幅
広
い
保
障
が
得

ら
れ
る
,
と
会
員
事
業
所
で
評
判
の

共
済
制
度
を
、
と
紹
介
し
ま
t
。

〔
制
度
の
内
容
〕

①
多
数
の
方
が
ま
と
ま
っ
て
加
入

t
る
と
と
に
ょ
り
、
「
規
模
の
利

益
」
が
得
ら
れ
安
い
掛
金
で
幅
広

い
高
額
の
保
障
が
約
束
さ
れ
ま

す
。

②
病
気
・
災
害
に
ょ
る
死
亡
か
務

ら
、
傷
害
に
ょ
る
入
院
ま
で
業
上

外
を
問
わ
ず
常
に
保
陣
さ
れ
、
ビ

加
入
の
手
続
き
も
簡
単
で
す
。

③
税
制
面
で
の
特
典

▼
法
人
の
場
合
▲

法
人
が
役
員
、
従
業
員
の
た
め

に
負
担
し
た
掛
金
は
全
額
損
金
に

算
入
で
き
、
そ
の
掛
金
は
役
員
、

従
業
員
の
所
得
税
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

▼
個
人
事
業
所
の
場
合
▲

個
人
事
業
主
が
従
業
員
の
た
め

に
負
担
し
た
掛
金
は
全
額
必
要
経

費
に
算
入
で
き
、
そ
の
掛
金
は
従

業
員
の
所
得
税
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

⑧
利
益
配
当
金

一
年
ビ
と
に
収
支
計
算
を
お
と
な

8

ノ
.

そ
の
他
共
済
制
度
に
つ
い
て
詳

し
い
と
と
を
船
知
り
に
な
り
た
い
方

は
当
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
き
い
。
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つ
て
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
に
は
配

当
金
と
し
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
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故
に
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る
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第102号(第三種郵便物認可)

小企業経営改善資金
小企業者にもっとも有利な融資

奈良会議所ニュース
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昭和52年3月10日(毎月1回10日発行)
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保障の範囲

病気死亡(廃疾)保険金

災害死亡(廃疾)保険金
(病気死亡保験企を含む)

月額掛拾(概拝)

第102号(第三種郵便物認可)

走

傷害給

経営の合理化に

10
740円

100万円

院給
(日5以上120日以内)

月づきわずかなりース料てトヨタの新車が
利用てきます。お気軽にご相談ください。

20
1,480円

200万円

400万円

付

付

200万円

30
2,200円

300万円

600万円

C、

H0万円
~20万円
1日につ
き

"、●^,甫"、●=

............

40
2,960円
400万円

800万円

210万円
~30万円
1日につ
き

艶トヨqレニ,,リース奈良晶号御鵬

奈良会議所ニュース

50

3,000円

3,700円"-1

280万円
~40万円
1日につ
き

1
1000万円}

4,500円

350万円 1
~50万円1-1
き 1

車のご用、うけ九まわります

6,000円 フ,500円1

必要なとき、必要な場所て、必要な車
ご利用い九だけます。お気軽にお電話

昭和52年3月10日(毎月1回10日発行)

、必要な時間だけ
ださい。

販売士

特許・実用新案_・意匠・商標'出願,審畢」・鑑定・禎誤・侵害事件
(奈良商工会議所中小企業相談所顧問・相談

田内外国特三

内

大阪市東区
(堺筋本町北へ200
電話大阪(0

弁理士
弁理'
町2
東倶b
) 227-

日
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ラダビノレ
535~555
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閥
や
ま
と
蜂
蜜

自
然
食
品
の

普
及
を
め
ざ
す

,
生
産
か
ら
努
,
ま
で
を
キ
ャ

ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
蜂
蜜
を
売
り
ま
く

つ
て
い
る
会
社
、
そ
れ
が
胤
や
ま
と

蜂
蜜
で
あ
る
。

蜂
蜜
と
言
え
馨
が
訪
れ
る
今
ビ

ス
に
位
置
し
て
い
る
。

今
で
と
そ
蜂
蜜
は
我
々
の

食
生
活
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
歴
史
(
仏

教
伝
来
と
伴
に
中
国
か
ら
伝

'
1

Jど
イ

'
乏
Y
ξ
'
、
ノ

釘
釘
器
々
此

3

W

わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
)
の
わ
り
に

食
生
活
に
浸
透
す
る
に
は
時
を
用
し

た
。
が
、
咋
今
の
自
然
食
品
ブ
ー
ム

に
乗
り
、
と
と
数
年
の
う
之
す
っ

か
り
定
着
し
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
、
と
の
ブ
ー
ム
に
ア
グ

ラ
を
か
い
て
い
る
ワ
ケ
で
は
な
い
。

「
蜂
蜜
が
食
生
活
に
浸
透
し
つ
つ
ぁ

る
の
は
事
実
で
t
が
、
欧
米
と
比
べ

寺

一

゛
'
、
、
よ
、
.区

理経

ν

公
衆
浴
場
日
の
出
湯

裸
の
つ
き
合
い

提
供
し
ま
す

ろ
露
業
者
が
全
国
各
地
で
蜜
を
採

取
す
る
条
が
風
物
詩
と
し
て
紹
介

さ
れ
る
の
で
有
名
。
同
社
で
は
と
の

養
蜂
か
ら
加
工
販
売
ま
で
一
環
し
て

行
っ
て
い
る
。

創
業
は
昭
和
二
十
年
。
現
社
長
の

鳥
居
雅
延
さ
ん
奪
蜂
業
と
し
て
始

め
た
も
の
。
現
在
で
は
ス
】
パ
ー
等

を
核
と
し
た
販
売
網
に
ょ
り
蜂
蜜
の

専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ト
ッ
プ
ク
ラ

日
本
人
は
風
呂
が
好
き
ー
と
れ

を
端
的
に
表
わ
し
て
い
る
の
か
銭
湯

と
い
う
名
の
公
衆
浴
場
。
日
の
出
湯

は
公
衆
浴
場
を
経
営
し
て
い
る
。

と
の
商
売
を
始
め
た
の
は
昭
和
二

十
年
。
以
前
、
大
阪
で
も
銭
湯
を
経

営
し
て
お
り
日
の
出
湯
は
二
代
目
に

な
る
。
当
時
は
奈
良
市
内
で
同
業
者

も
三
十
五
軒
を
数
え
、
昭
和
三
十
九

朏朏

^
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、
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、
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く
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シ
γ
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^
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、
一
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・
L
ψ
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(
タ
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t
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今
今
^
,
、

^
・
^
^
^
一
^
、
^
~
一
^
^
^
y
^
Y
^
^
^
^
＼
^
^
^
^
^
、
^
、
^

健
康
食
品
の

る
と
ま
た
ま
だ

.
0

普
及
と
い
う
使
命
に
か
け
て
も
更
に

努
力
し
て
ゆ
き
ま
す
よ
」
と
話
す
の

は
同
社
の
大
村
取
締
役
。

今
も
、
品
質
の
向
上
の
た
め
社
長

の
烏
居
さ
ん
自
身
、
外
地
へ
と
ぶ
東

奔
西
走
の
毎
日
だ
と
い
う
。

真
に
自
然
の
中
か
ら
酸
し
出
さ
れ

た
蜂
蜜
、
「
古
く
て
新
し
い
食
品
」

と
言
わ
れ
る
妊
蜜
を
手
が
け
る
同
社

に
期
待
し
よ
う
。

(
メ
モ
)
▽
所
在
地
・
奈
良
市
田
中

町
三
二
四
▽
代
表
者
・
鳥
居
雅
延
V

T
E
L
・
@
ハ
ハ
六
八

の
付
き
合
い
が
出
来
る
と
い

う
と
と
。
勢
い
、
裸
の
社
交

場
と
な
る
ワ
ケ
で
あ
る
。
日

本
人
の
血
が
そ
う
さ
せ
る
の

か
と
の
良
さ
は
い
つ
ま
で
も

消
え
な
い
と
い
、
フ
。
そ
れ
ば
か
り
か

こ
こ
数
年
、
籍
が
見
直
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
。

「
諸
物
価
の
値
上
り
で
経
営
も
苦

し
い
が
、
裸
の
場
を
提
供
t
る
と
と

棚朏朏

年
に
は
。
ヒ
ー
ク
を
向
か
え
た
。
そ
の

後
、
除
々
に
軒
数
も
減
り
今
で
は
二

十
三
軒
程
度
だ
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん

家
庭
風
呂
が
増
え
た
の
が
原
因
だ
か

風
俗
的
な
影
等
も
見
逃
せ
な
い
。

で
、
移
り
変
わ
り
を
と
見
て
み
る

と
、
昔
に
比
べ
客
の
道
徳
心
が
乱
れ

て
き
た
と
い
う
。
か
か
り
湯
は
し
な

子
供
が
騒
い
で
も
親
が
注
意
し

、
、

しな
^
:
:
:
一
^
々
。
^
ム
^
と
い
う
も
の

に
対
す
る
心
構
え
が
変
わ
っ
た
き
た

と
い
う
と
と
だ
ろ
う
か
り
・

し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
銭
湯
の

良
さ
は
昔
か
ら
育
く
ま
れ
て
き
た
裸

盲
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に
生
き
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す

の
は
経
営
者
の
篇
男
さ
ん
。

世
に
つ
れ
風
俗
は
変
わ
れ
ど
日
本

人
の
心
は
そ
う
ザ
ラ
に
変
わ
る
も
の

で
は
な
い
。

今
夜
あ
た
り
久
し
ぶ
り
に
銭
湯
で

温
ま
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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査
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回
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良
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作
土
五
誓
そ
せ
ん
べ
い

産
品
展
開
催
さ
る

側
横
田
福
栄
堂

奈
良
観
光
士
産
品
連
絡
協
議
会
奈
良
市
長
賞

(
奈
良
食
将
生
協
会
、
奈
良
市
観
奈
良
潰
今
西
本
店

光
協
会
、
奈
良
商
工
会
議
所
)
は
、
奈
良
市
零
議
長
賞

奈
良
県
・
奈
良
市
等
の
後
援
に
ょ
り
大
仏
殿
古
代
瓦
三
和
製
菜
側

去
る
2
月
8
日
(
火
)
当
所
4
階
中
ホ
奈
良
商
工
会
議
所
会
頭
賞

ー
ル
に
て
、
審
査
会
を
開
催
し
た
。

き
ざ
み
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良
漬
側
き
く
や
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店

と
の
審
査
は
郷
土
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が
豊
か
で
、

奈
良
市
観
光
協
会
魯

創
性
に
富
ん
だ
観
光
奈
良
に
ふ
さ
わ
美

崗
久
保
田
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し
い
士
産
品
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広
く
肇
し
、
業
界
奈
良
食
品
衛
生
協
会
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の
指
導
、
育
成
を
図
る
と
共
に
、

天
の
原

三
笠
物
産
側

秀
品
を
広
く
P
R
す
る
目
的
で
行
な
奈
良
県
産
業
共
励
会
長
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わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
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良
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囿
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中
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数
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く
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作
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じ
め
と
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る
審
査
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奈
良
県
知
事
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、
種
々
の
項
目
に
ょ
り
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南
都
一
宿
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鵠
や
ま
と
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な
審
査
の
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果
、
次
の
よ
う
な
槻
奈
良
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土
産
品
が
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の
栄
に
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し
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近識電気工率松弐合社

生産管理

配達係

プレスエ

電話交換手
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省力化機械設計
生産管理 20年

栄養士
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150,000円

配達集金 2年
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経理事務
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